
編集後記の執筆の順番が回って

きた．字数は８００字．テーマは自

由．原稿の締め切りまであと三日しかない．締め切りは二

か月前からわかっていた．困った．何を書けばいいのか思

いつかない．他の人の編集後記を読んでみた．みんな立派

なことを書いている．さらに困った．お気楽に考えすぎて

いた．文末にはフルネームが入る．馬鹿なことは書けない．

馬鹿なことしか書けない自分にとってこれは辛い．コンプ

レックスがある．科学的雑学に乏しい．先日の編集委員会

の際にブルーバックスの話題になった．高校時代に読む物

らしい．ブルーバックスを読んでこなかった．ブルーバッ

クスではなく文学作品を好んだ．いわゆる文学青年だっ

た．中学高校生時代にいわゆる純文学という作品をほとん

ど読みつくした．太宰治に傾倒し丸暗記するくらい読み倒

した．中学時代は俳句を作っていた．高校時代は詩を書い

た．大学時代は万葉集にはまった．大学院時代はファッ

ションとして哲学書を読んでいた．かなりナンパな学生時

代を送った．地上に太陽を作る話に憧れて研究者をめざし

た．レーザー核融合には夢があった．大学も学部も学科も

研究室もそれで選んだ．そしてこうしてプラ核学会誌の編

集後記を書いている．運にも縁にも恵まれていた．「日本

で餓死することはない．夢さえあれば食べていける．」大学

院時代の恩師が言った．今は状況が違う．その時代は確か

にそうだった．自由にやってきた．海外生活も経験した．

先のことを考えない．それをモットーとしてきた．だから

今締め切りに追われている．頼まれた仕事は断らない．そ

れもモットーとしてきた．だからこうして編集委員をして

いる．副主査もしている．何にでも挑戦する．新しい環境

が好き．自己紹介のようになってしまった．テーマは自由．

許されるだろう．７００字を超えた．もう少しだ．案外何とか

なるものだ．テーマは“自由”．自由にやってきた．研究に

は自由がよく似合う． （加道雅孝）
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